
[2018スタンダードIⅡ AB受 問題A387]

{f "(x)} 
(n:1, 2, 3, "'":

ノん瓢→=:ノ+:ノ +∫ンの″レ=L2&…→
1)/2(χ )'/3(χ)を求めよ。

数学的帰納法を用いて,ん (χ)は χの1次式であることを示せ。
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[2018スタンダニドIⅡ AB受 問題A3881

A,B,Cが あり,ボールが 1個ずつ入つている。コイン

を交換し,裏が出れば箱 Bのボールと箱 Cのボールを交換する試行を繰り返す。最初に,箱 Aには赤いボールが,箱

Bには白いボールが,箱 Cには赤いボールが入つているものとして,この試行をπ回繰り返したとき,自いボー

Aに入つている確率α
",箱
Bに入つている確率ら,,箱 Cに入つている確率ε"を

それぞれ求めよ。
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[2018スタンダードIIAB受 問題A389]

ηは自然数とする。3次方程式χ3_3χ2_27χ -27=0の 3つの解α,ら ,6について,2=α "+ら″+θ″とおく。
1)α ,ら,θ は 3つの異なる実数であることを示せ。

夕1'2'p3の値を求めよ。

p″ +3を 夕",夕"+1お
よび p"+2を用いて表せ。

141 夕"は
3"の倍数であることを示せ。
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[2018スタンダニドIIAB受 問題A3901
p

自然数力が 1≦力≦p_1を満たすとき,pCヵ は夕で割り切れることを示せ。ただし,pCル は夕個のものから力個

取つた組合せの総数である。

πを自然数とするとき,π に関する数学的帰納法を用いて,π′―πは夕で割り切れることを示せ。

"が
夕の倍数でないとき,″′
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,で割り切れることを示せ。        (″叶 ぢ員ヽ )
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B391]

κを自然数とする。η個の実数 αl,α2'・…・・,α"が
αl≧α2≧ ……・≧απ≧0,Σ αル=1を満たすとき,1≦ ′≦π

力=1

であるすべての自然数′に対して
み
≦
自
αヵ≦1が成り立つことを示せ。
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[2018スタンダードIIAB受 問題B3921
3種類の記号α,う,ι から重複を許してπ こ並べて得られる長さπの記号列を考える。こ

ような記号列の中で,α がちょうど偶数個含まれるようなものの総数を g(η )とする。ただし,0個の場合も偶数個と
rtt. tcLilf, 9(1) :2, s(2):5 -eb6"

1)自然数π≧1に対してθ(κ +1)=g(″ )+3″ が成り立つことを示せ。

g(π )を求めよ。

一般に,α を含むπ種類の記号から重複を許してη個を選び:それらを1列に並べて得られる長さπの記号列を

考える。ただし,%≧ 2とする。このような記号列の中で,α がちょうど奇数個含まれるようなものの総数をル
"(%)

とする。自然数 %≧ 1に対して,力″(π )を求めよ。
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B393]

cos(π +2)θ +coSπ θ=2cos θ cos(η +1)θ
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B3941

κは正の整数とする。χ
″+1を χ2_″ _1で割つた余りをα″χ+ι″とおく。
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